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第６章 地域別の緑のまちづくり 

基本理念や基本方針などの緑の将来像を踏まえ、第六次鹿児島市総合計画に定めた 14 の

地域・地区ごとの緑に関する課題に対応したまちづくりの方針や主な施策等を示します。 

(1)地域・地区の区分・内訳 

 

 

 

 

 

 

  

≪地域・地区の区分≫ 

（資料：第六次鹿児島市総合計画） 
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≪地域・地区の内訳≫ 

（資料：第六次鹿児島市総合計画） 

令和４(2022)年 4月 1日現在の町丁目名による 
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(2)地域の現況 

（資料：第六次鹿児島市総合計画）  

令和 2（2020）年 10 月 1 日現在の町丁目名による 
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（資料：第六次鹿児島市総合計画） 
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6-1.中央地区 

（1）地区の概要 

本市のほぼ中央部に位置し、いづろ・天文館地区を含む平坦部

の市街地と臨海部の新港区、本港区の一部、鹿児島中央駅東口周

辺から中央町、上之園町、上荒田町で構成されています。 

人口は約４万２千人で増加傾向にあり、生産年齢人口比率は

64.6%と市全体で最も高く、平均世帯人員は 1.6 人と最も少なくなっています。 

 

（2）緑に関する現況と課題 

新幹線の南の発着点である鹿児島中央駅周辺からいづろ・天文館地区、本港区を結ぶ都市

軸を中心に商業・サービス機能などが集積し、中心市街地を形成するとともに、幕末の偉人

を多数輩出した加治屋町があるなど、歴史的資源を有しています。 

また、令和２（2020）年 10 月に供用された加治屋まちの杜公園や緑化された市電軌道敷、

市街地を流れる甲突川など、うるおいのある空間の創出が図られてきた一方、中央地区には、

都市公園が 17 箇所ありますが、1 人当たりの都市公園面積は 3.6 ㎡/人と、市全体の 7.9  

㎡/人に比べ低く、緑被率も 2.7%と、本市で最も低くなっています。 

市民意識調査結果をみると、「緑の保全が必要」と考える市民の割合や、「災害時の避難場

所」や「運動をする場」が少ないと考えている市民の割合が高く、「公園の緑」の育成・創出

や緑による「都市の気温などを調整」する機能の向上を望む市民の割合が高くなっており、

特に、「公園の緑」の育成・創出を望む割合は市全体と比べ、10％以上高くなっています。 

また、中央地区の特徴的な結果としては、「住宅敷地の緑化の充実」に関する意識が極端に

低く、地域の緑の量が少ないと感じている人が多い一方、「直近 10 年で緑の量は増えた」と

感じている人が多くなっています。 

さらに、今後利用したい公園として「芝生広場などのある公園」をあげる人の割合が、高

くなっています。 

これらのことを踏まえ、商業・サービス機能等が集積した中心市街地の利便性や歴史・文

化などを生かした都市空間の形成と連携を図りながら、身近な緑の育成・創出やレクリエー

ションの拠点となる施設を活用し、にぎわいとうるおいが共存する都市空間の創出が必要で

あると考えられます。 
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【中央地区の緑に関わる主な資源】 
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鹿児島中央駅周辺から 

いづろ・天文館地区、本港区を 
結ぶ都市軸 

新幹線の南の発着点となる 

鹿児島中央駅 

幕末の偉人を多数輩出した 
加治屋町 

うるおいを与えるとともに、 
本市特有の景観を形成して 
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市街地のうるおい空間 
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（資料）第二次鹿児島市まちと緑のハーモニープランの策定に関する市民意識調査（令和２（2020）年度） 
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（3）緑に関する方針（中央地区） 

特色ある都市景観やまちなかの緑を生かした 

にぎわいとうるおいが共存する都市空間の創出    

特色ある都市景観を形成するとともに、ヒートアイランド現象の緩和にも資する市

電軌道敷緑化や街路樹などの身近な緑を育成・創出するほか、まちなかのうるおい拠

点となる天文館公園や加治屋まちの杜公園、甲突川などを生かした、にぎわいとうる

おいが共存する都市空間の創出を図ります。 

 

（4）基本方針ごとの主な施策・事業 

〈１．協働・共創〉 

●花と緑の彩り活動の促進 

●フラワー・パートナー等の普及拡大と制度拡充の検討 

●公園愛護活動や街路樹愛護活動の普及拡大 

〈２．保全・継承〉 

●自然景観等に配慮した親水空間とその周辺緑地の維持・保全 

●保存樹等の保護の推進（西郷誕生地、大久保誕生地、照国神社境内） 

●緑の維持・保全によるうるおいのある都市景観の形成等の推進 

〈３．充実〉 

●緑のレクリエーション拠点の公園等の充実 

（天文館公園、加治屋まちの杜公園、甲突川左岸・右岸緑地） 

●公園・緑地の歴史的資産の維持・保全（西郷誕生地等） 

●地域の実情に応じた公園・緑地整備の推進（総合設計制度による緑地の創出等） 

〈４．育成〉 

●民間施設の屋上・壁面緑化の促進と制度拡充の検討 

●街路樹及び公園樹の再生（質の転換） 

●身近な彩り空間の創出 

●南国・鹿児島らしいうるおい空間の創出 

●公共施設の屋上・壁面緑化等の推進 

●市電軌道敷緑化の推進 

●学校校庭の芝生化等の維持・保全（山下小、中洲小、松原小、城南小、甲東中） 

〈５．共生〉 

●学校や地域における環境学習・環境教育の促進 

〈６．活用〉 

●企業等による公園・緑地等の活用（加治屋まちの杜公園等） 

●イベント等による公園・緑地等の活用（天文館公園等） 

●観光資源としての公園・緑地等の活用（甲突川左岸・右岸緑地等） 
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■中央地区の緑の方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


